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 Development of follow-up system using LINE API 
 

We have Developed of follow-up system using LINE API. We then investigated the usefulness of the system. As a result, it was found that 

this system can be used to conduct follow-up. 

 

1. 背景 
看護や教育分野において、アンケートを用いた長期

的な追跡研究が実施されている。学生の追跡調査をす

る場合、大学のメールアドレスで登録することが多く、

大学卒業後に追えなくなることが多い。 
2023 年の NTT ドコモ モバイル研究所の調査によ

ると、LINE（LINE ヤフー株式会社製）の利用率は

83.7%であり、全ての年代においても高い利用率を有

している。特に近年の 10 代から 20 代の世代はメール

よりも LINE を利用することが多く、馴染みのある連

絡手段として LINEは有用性が高いと考えられる。 
これらのことから、社会的に広く活用されている

LINE を用いた追跡調査システムを開発することで、

長期的なコホート研究に応用できるのではないかと考

えた。 
 

2. 開発・実証実験計画 
今回の開発計画は 2 フェーズから成る。まず、1 フ

ェーズはシステム開発フェーズとし、2 フェーズはシ

ステム実証実験フェーズとした。各フェーズの期間は

それぞれ 1か月とした。 
システム開発フェーズでは、追跡調査を実施するた

めのシステムを開発した。LINE Businessから、今回使

用するためのアカウントを作成した。開発は Google 
app scriptと LINE APIを用いて、LINEアカウントとの

連携を実装した。アンケートフォームはHTMLとCSS
で作成し、独自サーバー上に配置した。収集したデー

タは Google spread sheet 上に保存した。また、Google 
app scriptを外部から実行するための管理者用機能シス

テムも独自サーバー上に実装した。 
システム実証実験フェーズでは、開発したシステム

の実証実験としてアンケート収集の実証実験を行った。

ユーザーは 30 代から 60 代までの山梨県・静岡県在住

の LINE ユーザー15 名とした。なお、実証実験に参加

する時期はユーザーに委ねた。 
アンケートの送付時期は週 1 回とし、合計 3 回し、

アンケートには回答期限を設け、期限内に回答されな

いユーザーに対して１回リマインドを送信した。 
実証実験のアウトカムとして、アンケートを実施し

た時の回答者数とした。また、リマインドを実施し、

リマインドによってどの程度回答者数が増加したかも

算出した。 
 

3. システム概要と機能一覧 
今回開発したシステムの概要を図 1 に示す。また、

実装した機能一覧を表 1に示す。 
複数回アンケートのデータを突合するため、LINE

の内部識別子を活用する。内部識別子はディベロッパ

ーアカウント毎にユーザーに割り振られる識別子であ

り、これを活用することでアンケート毎に集計された

データを突合することが可能である。 
なお、LINE の内部識別子は個人関連情報にあたる。 

 

図 1：システム概要図 
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個人関連情報とは「生存する個人に関する情報であ

って、個人情報、仮名加工情報及び匿名加工情報のい

ずれにも該当しないもの」であるため、その情報だけ

で個人を特定できない場合、個人情報には該当しない。

アンケートの回答項目によっては、内部識別子と回答

項目を突合することで個人特定が可能となってしまう

場合がある。 
その場合は、LINE 内部識別子が個人関連情報であ

ったとしても、アンケート全体として個人特定が出来

てしまうため、回答項目を作成する際には注意が必要

である。 
 

表 1：システム機能一覧  

ブロック 機能 
内部識別子管理 
機能 

本システムの Line アカウント

を友達登録された時、Line の

内部識別子を内部識別子管理

シートへ追加する。 
Line アカウントをブロックさ

れた時、内部識別子管理シー

トの識別子を削除する。 
返答機能 特定の言葉に対して返答させ

る機能。 
アンケート案内 
送信機能 

アンケート開始の案内を送信 
する機能。 

フォーム表示 
機能 

www サーバー上に作成したフ

ォームを表示する。 
フォーム集計 
機能 

内部識別子、入力日付、アン

ケート回答内容を記録する。 
内部識別子を用いて、二重入

力を出来ないようにする。 
リマインド対象者 
抽出機能 

フォーム集計シートと内部識

別子管理シートに記載されて

いる内部識別子から、回答し

ていない方を抽出する。 
リマインド機能 抽出したリマインド対象者へ

再度案内を送信する。 
ログ抽出機能 システムログを抽出する。 

 
4. システム画面 
本システムで開発した画面例を図2に示す。LINE上

にリッチメニューを作成し、そのメニューからアンケ

ートを回答するボタンと、お問合せを行うことができ

るボタンを配置した。アンケートフォームでは、内部

識別子をシステム上から取得し、回答フォームとして

送信できるように実装した。なお、内部識別子は書き

換えが出来ないようにフォーム上では編集不可とした。 
 

5. 実証実験結果 
実証実験の結果を図 3 に示す。全体(N=36)のアンケ

ート回答率は 92%となった。回答期限最終日にリマイ

ンドを送信することでリマインド対象者(N=8)のうち

62.5％が回答し、回答率が上昇した。 
 
6. まとめ 

LINE API と Google app script を用いて追跡調査を実

施するための基礎となるシステムを開発することが出

来た。 
実証実験の結果、初回案内を送付しても回答をして

もらえない人もいたが、リマインドをかけることによ

り回答率が向上することが分かった。通知が来ても忙

しい場合には「既読スルー」をし、忘れている場合が

あるため、リマインドは送付した方が良いと考えられ

る。 
 

7. 今後の展望 
 実証実験の結果、初回案内を送付しても回答が無い

方にリマインド通知を行うことによって、回答率が上

がることが確認できた。今後の課題としては、回答期

間の設定、リマインドの回数やタイミングについてさ

らなる検討が必要である。 
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LINE上の画面 

図 2：システム画面例 

アンケート画面 管理者画面 

図 3：実証実験結果 
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